
　「
勇
気
と
愛
は
海
を
越
え
る
」
を
テ
ー
マ
に

第
２０
回
チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
カ
ッ
プ
水
泳
駅
伝
の
記

念
大
会
が
８
月
２
日
、
県
内
外
か
ら
６０
チ
ー
ム

2
9
7
人
が
参
加
し
、
マ
グ
ア
ビ
ー
チ
（
車
力

漁
港
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　同
大
会
は
、
旧
車
力
村
と
米
国
メ
ー
ン
州
バ

ス
市
と
の
直
線
距
離
１
万
2
0
0
㌔
を
全
参
加

者
の
泳
い
だ
距
離
を
合
計
し
、
毎
年
累
計
し
て

泳
ぎ
切
ろ
う
と
い
う
大
会
で
す
。

　昨
年
は
競
技
中
に
水
難
事
故
が
発
生
し
、
救

護
体
制
等
が
整
わ
な
か
っ
た
た
め
一
部
の
競
技

が
中
止
。
今
年
は
昨
年
の
経
験
を
踏
ま
え
て
医

師
を
１
人
か
ら
２
人
、
海
に
は
レ
ス
キ
ュ
ー
ス

レ
ッ
ド
を
装
着
し
た
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
１
台
を

配
置
す
る
な
ど
救
護
・
安
全
管
理
体
制
を
強
化

し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　午
前
１０
時
、
ハ
ー
フ
オ
ー
プ
ン
、
レ
デ
ィ
ー

ス
、
シ
ニ
ア
の
各
ク
ラ
ス
が
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
。

応
援
団
か
ら
は
「
頑
張
れ
ー
、行
け
ー
」
と
声
援

が
飛
び
交
う
中
、
競
技
は
順
調
に
進
行
し
、
そ

の
後
に
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
、
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ス
も
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　今
年
の
参
加
選
手
が
泳
い
だ
合
計
距
離
は
1

8
0
・
８
㌔
、
こ
れ
ま
で
の
通
算
距
離
は
４
，5

8
0
・
9
7
㌔
、目
標
ま
で
は
あ
と
５
，6
1
9
・

0
3
㌔
と
な
り
ま
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
関
係
者
は
、「
今
後
も
参
加
チ
ー

ム
を
１
チ
ー
ム
で
も
多
く
募
り
、
１
万
2
0
0

㌔
達
成
に
努
め
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

チェスボローカップ水泳駅伝�～20th Anniversary～

　ハイタッチで泳者から泳者へみえ
ないタスキが引き継がれ、スイマー
たちは海に飛び込んでいく。仲間の
完泳を信じて。「今度はあなたよ。
がんばって泳ぎきって」と願いつつ。

　今年もまた、日本全国から集まっ
たスイマーたちの壮大なチャレンジ
がマグアビーチで始まった。チェス
ボローカップはスイマーたちの絆を
つなぐドラマの舞台。
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今年も人間愛が受け継がれた

　２０回という節目の大会で、 ３年
ぶりに全競技が無事に終了し、誰
よりもホッとしているチェスボ
ロー倶楽部会長の秋田谷建幸さん。
　閉会式では選手たちに「今年も
感動を与えてくれてありがとう。
来年もここで皆さんと会えること
を楽しみにしています」とあいさつ。

　閉会式終了後の記念撮影。泳ぎきることにこれほど熱く
なれる人がいる限り、チェスボローカップは続く。競うこ
とも集うことも、遙かな海を越えた記録への挑戦。今年も
素敵な笑顔を見せてくれてありがとうございました。

コース図

　万一の水難事故に迅速な対
応をするため、今大会から配
備したレスキュースレッド。

　マグアビーチには海水浴
シーズン中、ライフセーバー
（斎藤俊史）を配置し海の安
全管理も徹底している。

ＰＭ １：００、チェスボローカップ水泳駅伝の花形クラスとも言
われるオープンクラスがスタート。１５チームの第 １泳者がわれ
先と走り出し、２０回大会を盛り上げる。

０１�　前日のウェルカムパーティー
でチームの紹介や大会への熱意
を語る選手たち。
０２�　勇気と愛の絆を絶やすことな
く、バス市とつがる市、選手と
スタッフ、それぞれの友好の輪
の炎がともされる。
０３�　競技前に行われるメディカル
チェック。保健師や看護師らは
選手一人ひとりの血圧測定や問
診を行う。
０4�　司会の「チェスボロー」という
かけ声の後、会場の選手たちは
一斉に「カーップ」と手を突き上
げ、気勢を上げる。今では開会
式の恒例行事になっています。
０５�　参加選手たちは、背中や腕に
それぞれのチーム番号を書き入
れます。
０６�　泳ぎきった後に食べるメロン
は格別。つがる市産の甘ーいメ
ロンは選手に大好評。
０₇�　仲間の泳ぐ姿を陸から見守り、
「がんばれー」を叫ぶメンバー。
０8�　地元からハーフオープンクラ
スに出場した「車力泳結会」。
海を見つめながら仲間を待つ。

　チェスボローカップの
司会として、各イベント
や水泳駅伝の実況などを
こなし、いまやチェスボ
ローの顔になっている稲
見治子さん
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Ladie’s Class
■レディース・クラス
【女性の部】

高校生以上の女性
１チーム ５名

５００ｍ×５＝２，５００ｍ

Half Open Class
■ハーフオープン・クラス
【一般の部】

高校生以上の男女
１チーム ５名

５００ｍ×５＝２，５００ｍ

Senior Class
■シニア・クラス
【壮年の部】
4０歳以上の男女
１チーム ５名

５００ｍ×５＝２，５００ｍ

Junior Class
■ジュニア・クラス
【子供の部】

小学 4年生～中学生
１チーム ５名

１００ｍ×５＝５００ｍ

Open Class
■オープン・クラス
【一般の部】
高校生以上の男女
（混成チームでも可）

１チーム ５名
１，０００ｍ×５＝５，０００ｍ



———————————————————————————�まちのニュース

旭富士杯、隆の里杯相撲大会�
　県内の小中学生ら１８９人が参加した第 ５回旭富士杯県下小学校・隆の里杯県下中学校相撲大会がこのほど、森田
スポーツパーク相撲場で開催され、選手たちは手に汗握る熱戦を繰り広げ、訪れた相撲ファンを魅了していました。

　縄文時代に興味津々�―発掘体験―
　子どもたちに郷土の遺跡に触れさせ縄文人の暮らし
を理解してもらおうとＮＰＯ法人つがる縄文の会が ７
月２８日、「牛潟⑴遺跡」（縄文時代前期中ごろから晩期・
約５５００～２３００年前）で発掘体験会を開催しました。
　体験会には、市内外の児童や生徒約４０人が参加。市
教委の佐野忠史学芸員が講師を務め、遺跡や土器につ
いて説明し、フラスコ状土杭群などを見学。見学後に
は子どもたちが実際に移植ベラを持って土を慎重に取
り除き、土器片などを掘り出していました。
　穂波小学校の菊池勇貴君（ ５年）は長さ１７㌢の石や
りを発見し「やったー、ラッキー」と笑顔で声を弾ま

せていました。参加者は今回の発掘体験を通じて、縄文人の生活に思いをはせたことでしょう。

特産メロンなどを関西、関東で試食販売　
　つがるブランド推進会議（会長・福島弘芳市長）は ７月２５、
２６日（大阪・兵庫）、 ８ 月 １、 ２ 日（東京都町田市）で、つ
がる市産のメロン試食販売会を行いました。
　販売会では、福島市長はじめ今彰造議長、生産者、津軽ま
ほろば会の会員、市職員などがつがる市産のタカミメロン、
レノンメロン、スイカ、ラズベリージャムなどを市民らに試
食販売しました。
　試食コーナーには買い物客や親子連れが列を作り、口にほお
ばっては「甘―い」「おいしいー」と大喜び。つがーるちゃんもＰＲ
に駆けつけ、試食コーナーは終始人だかりが絶えませんでした。
　「つがる」というネーミングが大阪・
兵庫・東京にも知れ渡りつつあるよう
です。
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土器の周りの土を慎重に取り除く子どもたち

旭�富士杯の結果は次のとおり：０１ 個人 １年の部優勝　鳴 海 匠 馬（道場光） 　０２ 個人 ５年の部優勝　越後谷知樹（つ
がるクラブ） 　０３ 個人 ６年の部優勝　菊池大史芽（つがるクラブ） 　０4 小学生団体優勝（つがる相撲クラブＡ）

０１ ０２ ０３ ０4

０１�自分たちで育てたメロンを消費者に
販売する生産者　０２�甘～いつがる市産
のメロンが飛ぶように売れます「お買
い上げ、ありがとうございました」
０３�福島市長も買い物客にメロンをＰＲ

０１

０２

０３
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　未来のアスリートたちが好成績を報告

■稲垣少年クラブ
　第２９回全日本バレーボール小学生大会県大会（ ６月２８
日開催）で稲垣少年クラブが ３年連続１３度目の優勝に輝
き、全国大会出場の報告に訪れました。
　同クラブは決勝で東青地区代表の青森篠田ＶＢＣと対
戦。スパイクやサーブで得点を重ねて ２− ０で接戦を制
し、全国大会出場を果たしました。
　福島市長は、「監督の言うことを守り、ケガをしない
よう頑張ってきてください。良い報告を待っています。」
と選手たちを激励しました。

■稲垣中男女バレー部
　青森県中学校体育大会（ ７月２３日開催）で稲垣中学校
の男子、女子のバレー部がアベック優勝を果たし、東北
大会出場の報告に訪れました。
　男子は１３年ぶり ９度目、女子は ２年連続１２度目の優勝、
アベック優勝は１７年ぶりということもあって選手や関係
者は歓喜に沸き、男子キャプテンの工藤悠真君（ ３ 年）
は「粘りのあるバレーで勝ち進んできたので、東北大会
優勝を目指します」、女子キャプテンの大高早映子さん
（ ３ 年）は「声を掛け合いながらプレーし、全国大会を
目指します」と抱負を述べていました。

■柏小ミニバス・スポーツ少年団
　東北電力旗第２２回東北ミニバスケットボール大会東北
大会（ ８月１５、１６日・宮城県利府町で開催）の男子の部
で、過去最高成績の準優勝に輝いた柏小学校ミニバス
ケットボール・スポーツ少年団が市役所を訪れ、大会の
報告をしました。
　同スポーツ少年団は、県内の強豪チームを破り６ 年ぶ
り２ 度目の優勝で、東北大会に出場。前回の東北大会では
３位でしたが、今回は日頃の練習の成果をすべて出し切っ
て、準優勝という好成績を収めました。

県民体育大会「市の部」相撲５連覇達成　
　第６４回市町村対抗青森県民体育大会が ８月 １、 ２、 ８、
９日の ４日間、三沢市を主会場に開催され、市の部の相
撲競技でつがる市が ５連覇の快挙を達成しました。
　監督を務めた菊地弘樹さんは「苦しい戦いが続いたが、
たくさんの応援と選手の頑張りで ５連覇できました。次
も優勝できるように頑張ります」と話していました。
　福島市長は「５連覇おめでとうございます。来年に向け
てさらなる精進をし
てください」と激励
の言葉を述べました。
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稲垣少年クラブ

稲垣中学校男子・女子バレー部

柏小ミニバス・スポーツ少年団

前列左から：監督の菊地弘樹さん、福島市長、木村さん
後列左から：野呂さん、神さん、葛西さん

先鋒：神 　 真 人　次鋒：野呂祐太朗
中堅：花 田 裕 也　副将：木村健太郎
大将：葛 西 純 也　 　　　　　　　


